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野蒜復興新聞 

め
、
今
後
実
施
さ
れ

る
も
の
や
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
説

明
会
の
中
で
出
さ
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
た

上
で
、
住
民
へ
意
向

調
査
を
行
う
こ
と
に

つ

い

て

協

議

中

で

す
。
１
月
14
日
に
実

施
さ
れ
た
新
年
初
め

て
の
野
蒜
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
復
興
部
会

で
は
、
２
月
６
日
に

実
施
さ
れ
る
復
興
事

業

住

民

説

明

会

の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
協

議
し
、
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
説
明
会
に

つ
い
て
は
、
今
後
も

定
期
的
に
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。
次

回
の
復
興
部
会
で
は

野
蒜
・
宮
戸
の
観
光

に
着
目
し
、
議
論
を

す
る
予
定
で
す
。 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
！ 

今
年
も
野
蒜
復
興
新
聞
を

宜
し
く
ね
！ 

野蒜まちづくり協議会 

イメージキャラクター 

マッくん 

復
興
事
業
住
民
説
明
会
開
催 

 

野
蒜
地
区
に
お
い
て
現
在

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
復
興
事

業
の
内
容
及
び
進
捗
状
況
に

つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す
る

た
め
、
東
松
島
市
役
所
の
担

当
課
ほ
か
関
係
機
関
に
よ
る

復
興
事
業
住
民
説
明
会
を
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
現
地
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。(

事
前
申
込
み

不
要) 

内
容(

テ
ー
マ)

 

① 

仙
石
線
全
線
開
通
に

伴
う
も
の 

② 

元
地
の
利
用
計
画
に

つ
い
て 

開
催
日
時
：
平
成

27

年

２
月
６
日(

金)

19
時
～ 

場
所
：
野
蒜
市
民
セ
ン

タ
ー 

お
問
い
合
わ
せ
先 

担
当
：
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会 

復
興
部
会 

電
話
：
８
８
‐
２
０
５
６ 

復
興
部
会
よ
り
お
知
ら
せ 

２０１５年 動き出す 
野蒜まちづくり協議会 

い
く
予
定
で
す
。
次

回
の
復
興
部
会
で
は

野
蒜
・
宮
戸
の
観
光

に
着
目
し
、
議
論
を

す
る
予
定
で
す
。 

整備工事 

 (

車
道
７
ｍ)

と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
将
来
的
に
は
県

道
：
奥
松
島
～
松
島

公
園
線
と
市
道
：
上

野
蒜
～
大
塚
線
が
結

ば
れ
る
予
定
で
す
。

現
状
は
、
粗
造
成
と

大
茂
倉
～
長
石
線
を

横
断
す
る
Ｊ
Ｒ
橋
梁

(

Ｊ
Ｒ
発
注
工
事)

・

２
号
橋
梁
が
完
了
し

て
お
り
ま
す
。
引
続

き
平
成

27

年
１
月

か
ら
埋
設
構
造
物

(

汚
水
管
、
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ)

、
道
路
排

水
に
着
手
し
ま
す
。

平
成

27

年
５
月
末

の
Ｊ
Ｒ
開
通
に
向

け
、
の 

市
道
：
大

茂
倉
～
長
岡

線
は
元
々
幅

３
ｍ
程
度
の

砂
利
道
で
し

た
が
、
新
た

に
幅

12

ｍ

の
計
画
道
路 

け
、
野
蒜
３
号

線

と

同

様

急

ピ
ッ
チ
で
進
め

て

ま

い

り

ま

す
。(

野
蒜
３

号
線
、
大
茂
倉

～
長
石
線
は
野

蒜
駅
、
東
名
駅

へ
の
ア
ク
セ
ス

や
既
存
道
路
と

接
続
す
る
重
要

な
道
路
と
な
り

ま
す
。) 

 

情
報
誌 

『
の
び
る
』 

２
０
１
５
年
１

月

10

日
発
行

第

27

号
よ
り

抜
粋 

皆
さ
ま
ご
存
知

で
す
か
？ 

  

野
蒜
市
民
セ

ン
タ
ー
や
、
仮

設
住
宅
掲
示
板

に
は
共
同
企
業

体
『
Ｊ
Ｖ
』
が

発
行
し
て
い
る

情
報
誌
『
の
び

る
』
が
掲
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

図
や
写
真
等
用

い
て
、
住
民
の

皆
さ
ま
に
整
備

工
事
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

 

新
年
を
迎
え
た
野

蒜
地
区
で
は
新
た
な

動
き
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
１
月
15
日
に

は
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
・
野
蒜
北
部

丘
陵
振
興
協
議
会
・

東
松
島
市
を
交
え
た

合
同
三
役
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
自
治
会
の
区
割
り

等
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た

、

区

割

り

に

あ

た
っ
て
は
、
平
成
29

年
度
に
正
式
に
施
行

さ
れ
る
自
治
会
制
度

を
見
据
え
た
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
し
て

い

ま

す

。

そ

の

た

め
、
今 

す
。
、
住
民
に
対
し
、

自
治
会
制
度
や
区
割

り
に
つ
い
て
説
明
会

を 

ＪＲ橋梁 2号橋梁 

新東名から新設大茂倉～長石線を望む 

年
が
明
け

２

０

１

５

年
、
野
蒜
地

区
で
は
ソ
フ

ト
面
、
お
よ

び
ハ
ー
ド
面

の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い

ま
す
。
整
備

工
事
で
は
い

よ
い
よ
今
年

の
５
月
末
に

迫
っ
た
Ｊ
Ｒ

開

通

に

向

け
、
道
路
整

備
が
進
め
ら

れ

て

い

ま

す
。 野

蒜
ま
ち

づ
く
り
協
議

会
は
、
自
治

会
の
区
割
り

や
自
治
会
制

度
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

復
興
部
会
で

は
住
民
の
皆

さ
ん
に
復
興

事
業
の
情
報

が
し
っ
か
り

共
有
さ
れ
る

よ
う
に
、
説

明
会
を
企
画

し

て

い

ま

す
。 

 
↑
１
月
14
日
、
復
興
部
会 



↑
亀
岡
遺
跡
の
標
柱

(

旧
野
蒜
体
育
館
裏
山

の
裾) 

 

容
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
の

採
決
で
出
席
者
の

９
割
以
上
の
挙
手

に
よ
り
承
認
が
得

ら
れ
、
協
議
会
と

し
て
野
蒜
北
部
丘

陵
団
地
へ
移
転
す

る
み
ん
な
で
守
る

ル
ー
ル
と
し
て
確

定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
台
に
建

設
予
定
の
公
共
施

設
等
の
計
画
状
況

に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
し
た
住
民
か

ら
は
Ｊ
Ｒ
開
業
時

の
駅
周
辺
駐
車
場

に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
こ
れ
に
対

し
市
は
、
開
業
時

に
は
暫
定
的
に
駅

前
に
駐
車
等
が
可

能
な
駅
前
広
場
を

整
備
す
る
予
定
だ

が
、
可
能
な
限
り

送
迎
利
用
を
基
本

と

し

て

い

た

だ

き
、
恒
久
的
な
駐

車
場
に
つ
い
て
は

今
後
の
利
用
状
況

や

ニ

ー

ズ

等

に

よ
っ
て
対
応
を
検

討
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
。 

今
後
、
協
議
会

は
、
野
蒜
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
と
連
携

し
な
が
ら
地
区
割

り
や
地
区
自
治
会

制
度
へ
の
協
議
を
進

め
て
い
く
予
定
で

す
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
着
実

に
前
へ
と
進
ん
で
お

り
ま
す
。 

  

金
山
貝
塚
と 

亀
岡
遺
跡 

野
蒜
北
部
丘
陵
振
興
協
議
会 

ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン(

案) 

承
認
成
る 

２
０
１
４
年
12
月
20
日

に
開
催
さ
れ
た
野
蒜
北

部
丘
陵
振
興
協
議
会
高

台
移
転
部
会
全
体
会
に

お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
案
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
高

台
で
住
宅
を
再
建
す
る

２
２
３
世
帯
の
う
ち
出

席
者
96
世
帯
、
委
任
状

提
出
が
87
世
帯
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
主
な
協

議
事
項
の
ま
ち
づ
く
り

ル
ー
ル
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
案
）
は
、
住
宅
を

建
築
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

高
台
移
転
部
会
で
協
議

し
て
き
た
経
緯
及
び
ま

ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
内

容
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
採
決
で

出
席
者
の
９
割
以
上
の

挙
手
に
よ
り
承
認
が
得

ら
れ
、
協
議
会
と
し
て

野
蒜
北
部
丘
陵
団
地
へ

移
転
す
る
み
ん
な
で
守

る
ル
ー
ル
と
し
て
確
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
台
に
建
設
予
定
の
公

共
施
設
等
の
計
画
状
況

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

５
世
紀
か
ら
６
～

８
世
紀
前
半
の
居

住
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
遺
跡
の

前
は
、
当
時
海
岸

線
に
近
く
、
瓦
は

丘
陵
裾
部
に
集
中

し

て

い

る

こ

と

や
、
そ
れ
以
外
の

地
域
か
ら
は
出
て

い
な
い
事
な
ど
か

ら
、
官
舎
や
寺
院

で
は
な
い
の
で
は

と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
報
告
書
で

は
、
７
世
紀
後
半

の
関
東
系
土
師
器

の
存
在
や
８
世
紀

前
葉
の
ロ
ク
ロ
土

師
器
か
ら
推
定
さ

れ
る
須
恵
器
工
人

と
の
接
触
等
の
断

片
的
な
資
料
か
ら

律
令
国
家
の
蝦
夷

政
策
に
関
係
す
る

遺
跡
で
あ
る
と
の

指
摘
に
と
ど
め
て

お
く
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
生
ま
れ

育
っ
た
故
郷
の
古

い
も
の
好
き
と
し

て
は
、
野
蒜
海
岸

か
ら
直
線
で
１
．

６
㎞
の
地
点
で
あ

る
こ
の
遺
跡
は
、

海
抜
１
．
５
ｍ
前

後

し

か

な

く

、

３
・11

の
大
津
波

で
は 

旧
野
蒜
小
学
校

体
育
館
裏
山
の
裾

に
亀
岡
遺
跡
の
標

柱

が

立

っ

て

い

る
。
ご
存
知
の
方

も
多
い
で
し
ょ
う

が
昭
和
11
年
に
東

北
大
の
内
藤
政
恒

氏
と
伊
東
信
雄
氏

の
試
掘
調
査
な
ど

で
多
賀
城
創
建
期

(

奈
良
時
代
前
半
七

二
四
年
頃)

の
瓦
が

多
量
に
出
土
し
ま

し
た
。
瓦
の
文
様

か
ら
、
古
代
陸
奥

国
府
多
賀
城
と
密

接
な
関
係
に
あ
る

古
代
役
所
か
寺
院

の
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
本

格
的
な
調
査
が
２

０
０
３
～
２
０
０

５
年
に
行
わ
れ
て

5

世
紀
か
ら

6

～8

世
紀
前
半
の
居
住 

で
、
一
番
古
い
縄
文

貝
塚
は
、
金
山
貝
塚

と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
旧
野
蒜
小
学
校

の
裏
山
で
あ
る
金
山

中
腹
一
帯
に
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
台
前
亀
岡
線
の

道
路
開
削
工
事
な
ど

で
一
部
は
失
わ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
小
生
の
小
学
校

時
代(

昭
和

27
～
33

年)

に
は
、
山
の
裾
で

貝
の
化
石
や
石
器
等

を
探
す
こ
と
が
ブ
ー

ム
に
な
っ
た
の
を
記

憶
し
て
い
ま
す
。
野

蒜
北
部
丘
陵
高
台
団

地
は
金
山
貝
塚
遺
跡

上
部
で
あ
り
、
亀
岡

(

神
岡)

大
仏
山
等
の

聖
地
に
あ
り
ま
す
。

縄
文
遺
跡
の
様
な
安

全
安
心
の
高
台
タ
ウ

ン
と
し
て
野
蒜
一
体

で
明
る
く
楽
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り

上
げ
、
他
に
な
い
理

想
郷
に
し
た
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

亀
岡 

佐
々
木
勝
久 

る
こ
の
遺
跡
は
、

海
抜
１
．
５
ｍ
前

後

し

か

な

く

、

３
・
11
の
大
津
波

で
は
、
３
ｍ
以
上

の
津
波
が
押
し
寄

せ
数
多
く
の
家
や

瓦
礫
、
ま
た
自
ら

も
車
で
巻
き
込
ま

れ
、
打
ち
寄
せ
ら

れ
た
体
験
を
し
た

所
な
の
で
、
多
賀

城
創
建
か
ら
一
四

五
年
後
に
起
き
た

で
あ
ろ
う
貞
観
津

波(

八
六
九
年)

や

慶
長
16
年
の
大
津

波(

一
六
一
一)

、

明
治
39
年
三
陸
津

波
等
、
千
年
か
ら

二
百
年
周
期
で
繰

り
返
さ
れ
る
大
津

波
が
こ
の
遺
跡
や

遺
物
を
飲
み
込
ん

で
し
ま
っ
た
の
で

は
と
想
像
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
安
全

安
心
の
点
か
ら
住

居

の

高

台

移

転

は
、
三
陸
沿
岸
部

の
津
波
常
習
地
帯

で

は

悲

願

で

し

た
。
縄
文
遺
跡
の

室
浜
貝
塚
や
里
浜

貝
塚
は
高
台
に
あ

り
、
二
千
年
以
上

続
い
た
多
層
貝
塚

で
す
。
３
・
11
の

大
津
波
で
も
安
全

で
し
た
。
東
松
島

市
で
、
一
番
古
い

縄
文
貝
塚
は
、
金

山
貝
塚
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、 

↓
会
に
は
非
常
に
多
く
の
住
民
が
参
加 

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
会

場
に
は
高
台
東
部
エ
リ
ア
の

模
型
も
展
示
さ
れ
、
住
民
の

皆
さ
ま
の
移
転
先
イ
メ
ー
ジ

も
具
体
化
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
協
議
会
は
、
野

蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
地
区
割
り
や
地

区
自
治
会
制
度
へ
の
協
議
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

着
実
に
前
へ
と
進
ん
で
お
り

ま
す
。 

↓
当
日
の
様
子 

↑高台東部エリアの模型 ↑計画状況の説明もありました 


